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人
の
生
活
・
水
環
境
・
漁
業
資
源
が
つ

な
が
っ
て
循
環
す
る
長
良
川
の
里
川
シ

ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
歌
山
県
み
な
べ
・
田
辺
地
域
は
、

高
品
質
な
梅
を
持
続
的
に
生
産
で
き
る

農
業
シ
ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
養
分
に
乏
し
い
礫れ
き

質

の
斜
面
を
梅
林
と
し
て
利
用
し
、
そ
の

周
辺
に
は
薪し
ん

炭た
ん

林り
ん

を
残
し
て
い
ま
す
。

薪
炭
林
は
、
水
源
涵か
ん

養よ
う

や
斜
面
の
崩
落

防
止
な
ど
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま

た
、
薪
炭
林
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ミ
ツ

バ
チ
を
梅
と
共
生
さ
せ
る
な
ど
、
地
域

資
源
を
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
が
行

開
催
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
運
営
・
科
学

合
同
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
か
ら
申

請
し
て
い
た
３
地
域
が
新
た
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
の
長
良
川
で
は
、
鮎
を
中
心

と
し
た
内
水
面
漁
業
が
盛
ん
で
す
が
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
水
質
保
全
活
動

に
よ
り
、
清
ら
か
な
流
れ
が
保
た
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
清
流
に
よ
っ

て
鮎
が
育
ち
、
地
域
の
人
々
が
鮎
か
ら

の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

　
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
は
、

伝
統
的
な
農
業
と
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
文
化
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
生
物

多
様
性
に
富
ん
だ
世
界
的
に
重
要
な
農

業
シ
ス
テ
ム
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
連
合
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定
す
る
も
の

で
す
。

　
日
本
で
は
平
成
23
年
に
、
新
潟
県
佐

渡
市
の
「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里

山
」、
石
川
県
能
登
地
域
の
「
能
登
の

里
山
里
海
」
の
２
地
域
が
初
め
て
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
。
25
年
に
は
、
静
岡

県
掛
川
周
辺
地
域
の
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
」、
熊
本
県
阿
蘇
地
域
の
「
阿
蘇

の
草
原
の
維
持
と
持
続
的
農
業
」、
大

分
県
国
東
半
島
宇
佐
地
域
の
「
ク
ヌ
ギ

林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・
宇

佐
の
農
林
水
産
循
環
」
の
３
地
域
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
12
月
15
日
、
ロ
ー
マ
で

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
は
、

森
林
に
囲
ま
れ
た
山
間
地
に
お
い
て
、

複
合
的
農
林
業
シ
ス
テ
ム
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
針
葉
樹
と
広
葉
樹
で
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
状
に
区
分
さ
れ
た
モ
ザ
イ
ク
林

は
、
森
を
豊
か
に
保
ち
な
が
ら
木
材
と

シ
イ
タ
ケ
を
供
給
し
ま
す
。
伝
統
的
な

焼
畑
農
業
は
、
森
や
土
を
再
生
し
ま
す
。

ま
た
、
急
斜
面
に
築
か
れ
た
５
０
０
㎞

超
の
水
路
網
を
有
す
る
棚
田
で
の
米
作

り
や
、
神
楽
な
ど
の
特
色
あ
る
伝
統
文

化
の
継
承
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
３
地
域
の

誇
る
べ
き
農
業
遺
産
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上／梅の産地・田辺市を代表する
田辺梅林は「一目30万本」とも形
容される
右／薪炭林に生息するニホンミ
ツバチは梅の受粉を担っている

食文化・普及啓発部門の最優秀賞、トラ
ンタンネットワーク新聞社みそまる普
及委員会（神奈川県）の「ミソガール発、
手作りの即席味噌汁『みそまる』と味噌
普及啓発活動」

商品部門（農林水産業分野）の優
秀賞、なかほら牧場（岩手県）の
「山地酪農（里山通年放牧）による
牛乳と乳製品の生産・製造・販売」

審査委員特別賞の新潟県立海洋
高等学校の鮭魚醤「最後の一滴」
は、同校の生徒が開発し製造販
売している

第7回「フード・アクション・
ニッポン アワード2015」
受賞プロジェクト決定
　国産農林水産物の消費拡大につながる事業者や団体の優れた
取り組みを表彰する「フード・アクション・ニッポン アワード
2015」の受賞者が発表されました。
　大賞は、㈲三清屋（鹿児島県）の「薩摩黒豚」が受賞しました。
豚の健康を一番に考えた飼育方法で、平成27年３月に日本初の
JASオーガニック黒豚の認証を取得。今後は、オーガニック黒豚
のおいしさを訪日客にアピールして輸出にもつなげていきたい
そうです。
　その他、商品部門（農林水産業分野と食品産業分野）、販売
活動部門、食文化・普及啓発部門、研究開発・新技術部門で最
優秀賞１件と優秀賞５件（または10件）、食べて応援しよう !賞、
インバウンド賞、審査委員特別賞も各５件が表彰されました。

大賞の「薩摩黒豚」。有
機飼料を与え、自然に
近い環境で豚を育てる

和歌山県みなべ・田辺地域

「みなべ・田辺の梅システム」■フード・アクション・ニッポン アワード 2015　　ロゴ
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世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
は
、

伝
統
的
な
農
業
と
そ
れ
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
文
化
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
生
物

多
様
性
に
富
ん
だ
世
界
的
に
重
要
な
農

業
シ
ス
テ
ム
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
連
合
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定
す
る
も
の

で
す
。

日
本
で
は
平
成
23
年
に
、
新
潟
県
佐

渡
市
の
「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里

山
」、
石
川
県
能
登
地
域
の
「
能
登
の

里
山
里
海
」
の
２
地
域
が
初
め
て
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
。
25
年
に
は
、
静
岡

県
掛
川
周
辺
地
域
の
「
静
岡
の
茶
草
場

農
法
」、
熊
本
県
阿
蘇
地
域
の
「
阿
蘇

の
草
原
の
維
持
と
持
続
的
農
業
」、
大

分
県
国
東
半
島
宇
佐
地
域
の
「
ク
ヌ
ギ

林
と
た
め
池
が
つ
な
ぐ
国
東
半
島
・
宇

佐
の
農
林
水
産
循
環
」
の
３
地
域
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
12
月
15
日
、
ロ
ー
マ
で

日
本
の
世
界
農
業
遺
産

全
８
地
域
に

NE WS

岐阜県長良川
上中流域
「清流長良川の鮎
～里川における
人と鮎の
つながり～」

宮崎県高千穂郷・
椎
しい

葉
ば

山
やま

地域
「高千穂郷・
椎葉山の
山間地農林業
複合システム」

世界農業遺産に
国内3地域が新たに認定
文／葵和みどり上／鵜が鮎を捕らえる伝統漁法「鵜飼い」は

1300年もの歴史がある
下／長良川上流で釣り上げられる郡上（ぐ
じょう）鮎は料亭などにも出荷される高級魚

上／針葉樹と広葉樹が交互に生えている宮
崎県諸塚村のモザイク林
下／椎葉村で今も行われている焼畑農業は、
肥料も農薬もまったく使わない。4年間の
輪作後は森に戻し、地力を回復させる
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